
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※2025年2月28日の値を100として指数化

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

明治安田アセットマネジメント株式会社　金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第405号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会

FTSE世界国債インデックスの推移
（期間：2025年2月28日～2026年3月27日）

0.07

7.27% 12.06%

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202603_outlook.pdf
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FTSE世界国債インデックス

除く日本、円ベース(騰落率）
673.63 0.18% ▲1.10%

10年国債利回り（米国、％）

（変動幅）
4.43 0.05 0.47 0.25

外国債券見通し

マーケットの動き（2026年3月23日～3月27日） 主要国国債利回りの推移
（期間：2025年2月28日～2026年3月27日）

先週の米国国債市場は、前週末比で金利は上昇しました（債券価格は下落）。

週初は、トランプ米大統領がイランの発電所などへの攻撃を5日間延期すると明らかにしたこ

とで軍事攻撃の激化懸念が和らぎ、原油先物が下落したことから債券には買いが入りました。

しかしその後、イランが米国の提示した和平案を拒否したと伝わると、軍事衝突の長期化が意

識され、原油高によるインフレ圧力を警戒した売りが優勢となりました。

欧州国債市場は、英国金利が低下した一方、ドイツ金利は上昇しました。

情報提供資料

2026年3月30日

投資環境見通し（2026年3月）

変動幅（騰落率）

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
3月27日

長期金利は、米国、欧州（ドイツ）ともに上昇圧力がかかりやすい

米国：景気は底堅く物価動向を勘案すれば、FRB（米国連邦準備制度理事会）は政策金利を

当面据え置くとみられます。長期金利のさらなる低下余地は限定的で、上昇圧力がかかりや

すい展開とみています。

欧州：景気の緩やかな回復を受けてECB（欧州中央銀行）は政策金利を当面据え置くとみら

れます。ユーロ高は物価下落要因とみられますが、財政拡張政策に伴って債券供給が増加す

るとみられることもあり、ドイツ長期金利は上昇圧力がかかりやすい展開とみています。
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